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私たちの救い主である神と、私たちの希望であるキリスト・イエスとによって任命され、

キリスト・イエスの使徒となったパウロから、信仰によるまことの子テモテへ。父なる神

と私たちの主キリスト・イエスから、恵みと憐れみと平和がありますように。（Ⅰテモテ

1:1 ～ 2 ） 

 

I テモテ、IIテモテと、テトス書を「牧会書簡」と呼んでいる。「牧会」とは、プロテ  

スタント教会において、牧師が信徒たちの魂を深く配慮して、キリストに対する信仰を強  

め、その信仰に相応しい生き方をするように教え、導くことである。カトリック教会では  

「司牧」と言っている。Ⅰテモテは、通常の書簡の形式通り、三つのことが踏まえられて

いる。  まず書簡の送り手は、「私たちの救い主である神、私たちの希望であるキリス

ト・イエスとによって任命され、キリスト・イエスの使徒となったパウロ」である。パウ

ロは神とイエス・キリストから任命された福音宣教の使徒であることを誇り、それを、他

の人々は認め、敬服していた。パウロの自己紹介に相応しい言葉である。著者はパウロで

あると書いているが、本文中の神学思想、用語、文体、そして歴史的背景などが違うので、

パウロが著者であると見なす人はいない。パウロを尊敬する弟子がパウロの名を借りて書

いたものである。著作権などというものはなかったので、名を借りることは尊敬の表れで

もあった。次に、宛先は「信仰によるまことの子テモテ」となっている。教会宛てではな

く、個人宛ての手紙である。著者は、テモテをパウロにとって「まことの子」であると言

っている。テモテはパウロの宣教に忠実に仕えた弟子であった。パウロの第二宣教旅行の

時、テモテとの出会いを、使徒言行録16章 1 ～ 3 節で、下記のように伝えている。「パウ

ロは、デルベにもリストラにも行った。そこに、信者のユダヤ人女性の子で、ギリシア人

を父親に持つテモテという弟子がいた。彼は、リストラとイコニオンのきょうだいの間で

評判の良い人であった。パウロは、このテモテを連れて行きたかったので、その地方に住

むユダヤ人の手前、彼に割礼を施した。父親がギリシア人であることを、皆が知っていた

からである 。」 パウロはテモテを見た時、彼の純真な信仰を見抜き、同行させ、信仰を更

に深めようと思ったのである。この時、ユダヤ人の手前、割礼を施したという。割礼を無

意味と主張したパウロが、ユダヤ人キリスト者と妥協して割礼を受けさせた訳である。妥

協してでも、テモテを同行させたかったのであろう。パウロの見立てた通り、テモテはパ

ウロを父とも、師とも仰ぎ、宣教に全力を尽くして協力している。宛先をテモテとしてい

るが、Ⅰテモテは、歴史的背景から紀元 2 世紀のはじめ頃の著作と思われ、テモテは、既

に、この世にはいなかったであろう。しかし、テモテの働きは高く評価され、初代教会で

は有力な指導者として知られていた。大牧者パウロが有力な指導者テモテに、キリストへ

の信仰とそれに相応しい「牧会」を諭すために認めた書簡となっている。パウロ自身は、

「愚か者になって言いますが（Ⅱコリント 11:21b ）」 とか「気が変になったように言いま

すが（Ⅱコリント 11:23b 」とか、時代の価値観を切り裂き、逆転させるような気迫で書い

ているが、Ⅰテモテの著者は、キリスト信仰が市民社会に受け入れられるように、穏やか

に、常識的に諭している。そして、時代の価値観をそのまま受け継ぎ、とても、今日では

承服できない記述もある。挨拶の三つ目は、「父なる神と私たちの主キリスト・イエスか

ら、恵みと憐れみと平和がありますように」という祝福の祈りである。 


